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人この道　ひと筋

☆
叙
勲
は
栄
誉
の
し
る
し
☆

　
勲
章
は
、
国
家
や
公
共
に
対
し

て
功
労
の
あ
っ
た
方
に
国
か
ら
授

与
さ
れ
る
記
章
の
こ
と
で
、
春
秋
叙

勲
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
、
高
齢

者
叙
勲
、
死
亡
叙
勲
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
高
齢
者
叙
勲
は
、
春
秋
叙
勲
に

よ
っ
て
勲
章
を
授
与
さ
れ
て
い
な
い

功
労
者
に
対
し
て
、
年
齢
88
歳
に

達
し
た
機
会
に
勲
章
が
授
与
さ
れ

ま
す
。

「京都府の農業振興に尽力」

大和田　正直さん（八木町・88）

瑞宝双光章

「地方行政の伸展に寄与」

井尻　繁雄さん（園部町・88）

旭日単光章

　
昭
和
22
年
に
京
都
府
技
術
吏
員
に
任

命
さ
れ
、
昭
和
24
年
か
ら
農
業
講
習
所

（
現
・
農
業
大
学
校
）
の
発
足
に
尽

力
。
一
般
教
養
を
重
視
し
た
技
術
者
の

育
成
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
作
物
課
長

在
任
中
は
、
水
稲
生
産
が
質
よ
り
量
重

視
の
時
代
に
品
質
を
重
視
し
た
品
種
の

改
良
、
選
定
を
行
い
、
今
日
の
ブ
ラ
ン

ド
米
の
基
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。
昭
和

44
年
か
ら
は
農
業
試
験
場
長
と
し
て
、

日
本
一
の
品
質
を
誇
る
「
丹
波
黒
大

豆
」
の
品
種
改
良
と
増
産
に
取
り
組

み
、
農
業
の
振
興
と
農
家
所
得
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
農
蚕
茶
業
課
長

を
経
て
昭
和
48
年
に
農
業
指
導
所
長
に

就
任
。
超
省
力
養
蚕
の
研
究
に
力
を
注

ぎ
、
農
家
の
負
担
軽
減
を
図
ら
れ
ま
し

た
。
退
職
後
は
、
京
都
府
造
林
公
社

（
現
・
京
都
府
森
と
緑
の
公
社
）
常
務

理
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　私たち協働推進係は、平成22年７月１日に企画管理部企画推進課内に誕生した新しい係です。主に、
平成22年４月に施行した「南丹市市民参加と協働の推進に関する条例」に基づき、市民の皆さんのまち
づくり活動のサポートや市民参加、協働の推進を担当しています。さまざまな市民活動におけるご質問
や制度の活用など、お気軽にご相談ください。
　さて、これまでも何度か「広報なんたん」の中でイメージキャラクターたちが「市民参加」や「協
働」について説明してきましたが、「市民参加」はともかく、「協働」って言葉でいうと大変難しく聞
こえますね。私たちの係の名前にも使われています。「南丹市市民参加と協働の推進に関する条例」の
中では、協働を「市民と行政がそれぞれの役割を自覚し、対等かつ自由な立場で互いを尊重し、役割分
担をし、及び補完しあいながら公共的課題の解決に当たること」と定めています。言葉で表すとますま
す難しくなってしまいます。その範囲はどこまでか、どんなことが協働なのか。では、これを図に表し
てみると一般的にはこうなるといわれています。

　上の図の中央部分の３つの囲みが協働の領域といわれるものです。その領域の中で行われるのが協働
の取り組みです。それらの多くは、皆さんが以前から普通に取り組んでおられることなのです。それが
今また、なぜクローズアップされているのか、そこが問題なのです。それには、社会的なニーズの多様
化、行財政システムの大きな変換、公共的課題に自主的に参加する市民の増加、行政だけでは解決でき
ない社会的課題の増加などの理由があります。南丹市も全国の例と同じくそれらの背景の真っ只中にい
るのです。その社会的背景を乗り越える仕組みが「協働」です。今後このページでは、さまざまな協働
情報をお伝えし、皆さんと共に協働のキャンバスにまちづくりを描いていこうと考えています。

　さて、市民活動を始めておられる皆さん、またこれから何か始めたいと思っている皆さん、その活動
をサポートする制度をご存知ですか。さまざまな活動を展開するためには、アイディアはもちろん、仲
間や活動資金など必要なアイテムがたくさんあります。南丹市や京都府ではそれらの活動をサポートす
る制度があります。制度を上手く活用し、魅力的な地域をみんなでつくってみませんか。活用上手は情
報集め上手、まずは情報収集から始めましょう。

　
昭
和
46
年
か
ら
昭
和
54
年
ま
で
の
２

期
８
年
間
、
旧
園
部
町
議
会
議
員
に
選

出
さ
れ
、
そ
の
間
、
昭
和
50
年
か
ら
４

年
間
は
園
部
町
議
会
議
長
と
し
て
、
同

じ
く
昭
和
50
年
か
ら
４
年
間
は
京
都
府

町
村
議
会
議
長
会
副
会
長
と
し
て
行
政

活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
在
職
期
間
中
は
、
地
域
と
町
行
政
ま

た
府
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
り
、
地

域
住
民
の
あ
ら
ゆ
る
要
望
や
複
雑
多
岐

に
わ
た
る
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
55
年
か
ら
５
年
間
、

園
部
町
教
育
委
員
会
教
育
長
に
就
任
。

青
少
年
の
心
身
の
健
全
な
育
成
に
力
点

を
お
い
て
、
教
育
環
境
の
整
備
や
安
全

教
育
の
推
進
を
積
極
的
に
行
う
一
方
、

住
民
の
健
康
増
進
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
寄
与
さ
れ
、
教
育
行
政
の
伸
展
に

も
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
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知っていますかこんな制度

市民と行政がそれ
ぞれ主体性のもと
に協力して行う領
域

（市民の領域）
市民の責任と主体
性によって独自に
行う領域

市民の主体性のも
とに行政の協力に
よって行う領域

市民の協力や参加
を得ながら行政の
主体性のもとに行
う領域

行政の責任と主体
性によって独自に
行う領域
（行政の領域）

お問い合わせ、ご相談は　企画推進課協働推進係　℡０７７１－６８－０００３　Fax０７７１－６３－０６５３
E-mail　kikaku-s@city.nantan.kyoto.jp

京都府地域力再生プロジェクト 地域のさまざまな活動やまちづくりを支援する制度です。さまざまなメニューがそろっており、
活動に応じて制度のメニューを選択します。

南丹市達人バンク 南丹市内に在住のさまざまな達人に登録いただき、その人材をまちづくりなどに活用いただく制度です。
南丹市ホームページの市民のページから詳細をご覧ください。

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金 市民の皆さんに社会的課題解決についての事業提案･実施をいただく制度です。
課題設定型（２０万円上限）と自由提案型（１０万円上限）があります。

市民活動と行政の協働領域

平成11年３月横浜市市民活動推進検討委員会報告書より

①

みんなで描こう

協働のキャンバス




